
５年生「スーパーグローカル」IDEC連携プログラム 

第２回実施報告 

日 時：2018年 9月 29日（土）13:20－16:20 

場 所：広島大学附属福山中・高等学校内情報教育棟 マルチメディアホール 

参加者：生徒 17名，留学生 8名，大学教員 2名，本校教員 4名 

 

実施内容 

第２回である今回は，当校から生徒 17 名，IDEC からは清水欽也教授，中矢礼美准教授と「環境」

をテーマとする韓国１名，ベトナム３名，ミャンマー１名，

バングラディシュ１名，中国１名，リベリア１名，計８名

の留学生が参加しました。 

開始に当たり，広島大学の清水欽也先生から，プレゼン

テーションの参加のあり方についてお話しいただきました。

その中で，特に，プレゼンテーションを聞いた後に質問す

ることの重要性についてお話がありました。「質問しないと，

その発表は質問することがない内容であったと発表者に解

釈される」と，具体的に説明がありました。 

第１部では，５名の留学生から以下のテーマでそれぞれの研究について発表が行われました。開始前

の清水先生のお話も奏功したようで，それぞれの発表に対し，質問が複数出ました。 

・Integrated Transport System between Passengers and Goods: Case of Rural Area 

・Improving Market Accessibility for Vietnam Small and Medium-size Enterprise 

・The Corporate Social Responsibility in Myanmar ’s Jade Mining Industry 

・Study on Preferences of Youth on Environmental Information Disclosure in China 

・Storm surge modeling on the Bay of Bengal using Adaptive Mesh Refinement Method 

第２部では，生徒を５つのグループに分け，各グループに留学生が入って Discussion Questionを示

し，その解決について，意見を交換しました。解決に向けての視点などを整理し，模造紙にまとめまし

た。生徒たちも，テーマについて理解を深めたり，意見を交わすためにこれまで学校で学んだ知識を総

動員して議論をしたりする様子が見られました。 

第３部では，各グループでの議論について，当校高校生が整理して報告しました。２分間でしたが，

要点をまとめて伝える良い練習になっていたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔生徒の感想〕 

〇前回と比べて，質問したり意見を言ったりする回数が増

えてとても嬉しかった。まだつたない英語だが，同級生

の皆や留学生の方々のサポートのおかげで，有意義な時

間が過ごせたと思う。一人で悩んで抱え込まず，積極的

に言葉にすることが大切だと改めて感じた。 

〇今回はミャンマーの問題について考えたのだが，自分た

ちの住んでいる日本を基準に考えると，他の国では上手

くいかない可能性を考慮しなければならなかった。日本

の『ルールをちゃんと守る』という習慣が，素晴らしい

ものだと再確認した。 

〇Discussionのときに，留学生の話が理解できずに質問が

考えられませんでした。生の英会話は教科書のようにき

れいな文法や発音でなかったりするので，もっと語彙力

をつけて会話を楽しめるようになりたいです。他の班の

模造紙を見て，マッピングの仕方にそれぞれの班の工夫

が出ていてとても参考になりました。 

○今日は自分が興味のある分野が多く，自分の知識も話に

加えることができて，それが大きな進歩だったように思

う。他にも同じテーブルの人で去年習った「第６次産業」

を出してみたり，日本の中小企業の話をしたりと，より

日本のことも引き合いにできた。その違いから見える問

題点は重宝されたので役立ててよかったと自分たちの参

加の意味を新たに見出せたこともうれしかった。 

○１つのトピックについてより意見を深められた。ディス

カッションを通して自分が気がつかなかった視点を発見

できたり，問題点と利点の両方に目を向けることができ

たりして刺激的だった。トピックの内容が日本にも深く

関係することだったので，より具体的に考えられたと思

う。身近にある問題を改めて考えるきっかけにもなり楽

しかった。 

○私のグループでは中国の環境についての情報公開を話し

合った。自分の考えていた世界の環境問題とは少しかけ

離れていて，環境問題に対して新たな視点をもつことが

できた。内容は少し難しかったけれど，様々な視点から

物事を考えることができたのでよかったと思う。 

○私がディスカッションをしたのは，バングラディッシュのことについてで，日本とは全く違う状況だ

ったので，解決策を見出すのは難しかった。また，日本のことについて聞かれた時に自分が知らない

情報が多いと感じた。ディスカッションをする上で英語力も大事だが，知識や情報がとても大切にな

ってくると思った。 


